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1 91

2 102

3 90

4 90

5 88

6 94

7 98

8 91

9 94

10 98

11 100

12 95

13 75

14 93

15 87

16 85

17 86

18 92

19 92

20 81

21 79

22 84

23 107

24 91

25 106

26 91

27 99

28 102

29 93

30 97

31 108

32 107

33 98

34 87

35 98

36 95

37 87

38 123

39 82

40 102

41 80

42 85

43 107

44 115

45 99

46 97

47 108

48 97

49 86

宝くじをあてよう！
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イギリス，アメリカなど世界中で宝くじが売られています．日本では通常のくじと数字選択式の2種類が発売されています．6つの数字を選択する[LOT6]は1週間に一度発売されます．１回参加するのに200円必要です．43番までの数字が7つランダムに選ばれます．そのうち6個がメインのボール（本数字）であと1つはボーナスボール（ボーナス数字）．6個のボールの数字がすべて合えば大当たり！当たりボールの組み合わせによりいくつかの賞が決まっています．例えば，3つが合っていれば賞金1000円．
数字の選ばれる可能性について考えてみましょう．
・5番のボールが選ばれる確率は？
・偶数のボールが選ばれる確率は？
・奇数のボールが選ばれる確率は偶数と同じ？
・1桁の数が含まれる可能性は？
13という番号はアンラッキーな数字として知られています．あなたはこれを信じますか？もし196個の数字が次々と選ばれるとしたら，13は何回選ばれると思いますか？選ばれやすい番号は何番ですか？
【演習1】右の表は，イギリスの宝くじで各番号の数字がこれまでに選ばれた回数（頻度）をまとめたものです．この表からどのようなことがわかりますか？
最もよく選ばれた番号（頻度の高い番号）とあまり選ばれなかった番号（頻度の低い番号）を5つリストアップしましょう．24から28で次に選ばれる番号はどれだと思いますか？あなたの主張を文章にしてみましょう．
【演習2】過去422回の日本の宝くじデータ（宝くじ.xls）を分析し，今週あなたが宝くじに挑戦するとしたら何番を選ぶか考えましょう．その理由は何ですか？ 

あなたは番号を選ぶとき，奇数のつぎは奇数を選びますか？
それとも偶数ふたつですか？右の図のような組み合わせが考えられます．
日本の結果データを使ってそれぞれの組み合わせの頻度を実際に集計してみましょう．初めの2つの数字をみて，奇数・奇数は1，奇数・偶数2，偶数・奇数は3，偶数・偶数は4に分類しましょう．奇数偶数の組み合わせの可能性と実際の結果を比べてみましょう．

最後に，宝くじについて分かったことをまとめましょう．
CensusAtSchoolイギリス教材より編集
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